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平成２３年１月１３日設置

調査事業（計画策定） 令和６年３月 地域公共交通計画策定予定

令和３年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（全体）

中部様式
（調査事業）



【公共交通の特性】
▪鉄道駅８施設（東西軸形成）

▪コミュニティバス「かりまる」（無料）

北部3路線 南部3路線（南北軸形成）

▪名鉄バス㈱ 刈谷・愛教大線（北部軸）

▪タクシー２社

▪企業バス、福祉有償運送 有

【地域特性】
▪人口 152,433人（R4.1.1時点）
2030年で減少に転じる見込み

▪面積 50.45㎡

▪国道1号、23号等幹線有

▪北部を横断する伊勢湾岸自動車道に、
刈谷スマートIC事業中

▪市中心部にある刈谷駅周辺に主要施設
が集積（コンパクトシティ）

1.地域特性及び地域公共交通の現況 （Plan） 2



32.公共交通に関する調査概要（実施内容） （Do）

【地域特性】

●人口は増加傾向だが、高齢化率も増加して
おり、2040年には27.0％と予測

●市内外からの利用が想定される施設は市街
化区域全域に立地、特に刈谷駅周辺に集積

●診療所や幼稚園・保育園、身近な商業施設
等は、市内全域に立地



42.公共交通に関する調査概要（実施内容） （Do）

【公共交通特性】

●「かりまる」の利用者数は運行開始以
降、増加傾向にあったが、コロナ禍に
おいて利用者数が約30％減少

●一部に公共交通の利用がカバーできて
いない地域が約24％存在



52.公共交通に関する調査概要（実施内容） （Do）

○アンケート調査を実施

目的
▪公共交通に関するニーズ把握
▪（仮称）刈谷市地域公共交通計画策定の基礎資料とするため

期間 ▪令和３年１２月６日（月）～１５日（水）

対象
▪市 民：１，９００人（無作為・１６歳上）
▪かりまる利用者：６００人（１００人×６路線）

方法
▪市 民：郵送
▪かりまる利用者：車内配布

内容 ▪日常生活の移動実態 ▪公共交通への満足度 等

回収率
▪市 民：４１．５％（７８８／１，９００）
▪かりまる利用者：４０．５％（２４４／６００）

【公共交通に関するニーズ】



62.公共交通に関する調査概要（実施内容） （Do）

【公共交通に関するニーズ】

●免許返納後の移動手段として、バス利用のニーズが高い ⇒

市民アンケートにおける
不満度

1位 バス運行本数

2位 タクシーの料金

3位 バス停での待ち合い環境

4位 バスの運行時間の正確さ

●「かりまる」等のバスが運行していることに対する認知
度は高いが、乗り方や運行ルート等の認知度は40％以下

●「バスの運行本数」や「バス停での待合環境」、「運行
時間の正確さ」等の満足度が低い



72.公共交通に関する調査概要（実施内容） （Do）

地域特性からみる課題

【高齢化に対応した公共交通サービスの提供】
●今後迎える超高齢者社会において、市民が安心して本市で快適に暮らし続けられるよう、市民のライフステージに応じた公共
交通サービスの提供が必要です。特に、高齢者などの交通弱者に配慮し、誰もが安全かつ安心して利用できる交通環境の確保
が重要です。

【本市が目指すまちづくりとの連携】
●関連計画において、「拠点間を鉄道やバスなどの公共交通で結ぶことで、誰もが歩いて暮らせる機能集約型都市構造の構築」
を位置づけていることから、本市が目指す機能集約型都市構造の実現に向けた公共交通ネットワークの形成が必要です。

公共交通特性からみる課題

【公共交通のカバー率上昇】
●公共交通カバー率が約76％となっており、一部地域に公共交通が行き届いていないため、既存の公共交通ネットワークの見直
し等により、市民がどこに住んでいても便利で快適に移動できる交通環境の確保が必要です。

公共交通のニーズからみる課題

【利用者ニーズに応じた「バス交通」の再編】
●バスの運行本数や運行時間の正確さ等の運行面に関する不満度が高い一方、運転免許返納後の交通手段としてバスを求める
ニーズが高いことから、利用者ニーズに応じた運行ルート、ダイヤ再編などの見直しを行うとともに、運転免許返納後でも安
心して移動できるバスサービスの提供が求められています。

【利用者の視点に立った情報発信】

●公共交通を維持し続ける上では一定の利用者数の確保が必要であり、既存の利用者のみならず、新たな利用者の発掘が重要と

なることから、利用者数の確保・維持に向けて、乗り継ぎ情報やアクセスできる施設等の利用者の視点に立った情報発信が重
要です。



○都市交通戦略

▪産業・交流・生活・環境の４つの視点から、
持続可能な都市交通体系を目指し、「体系
的で利便性の高い公共交通ネットワークの
形成」を位置付けている。

○立地適正化計画

▪都市拠点や地域拠点に都市機能や生
活機能の誘導を図り、これら拠点を
公共交通で結ぶことで、「機能集約
型都市構造」の構築を目指す。

83.上記及び関連計画との整合 （Check）

コンパクトシティ＋ネットワーク



4.調査結果に基づいた今後の方針 （Act） 9

R3年度 R4年度 R5年度

2月 3月 上 中 下 上 中 下

課題整理

基本方針・目標

定量的目標・施策と実施主体

計画案の作成

パブコメ

計画策定

・公共交通に係る様々なニーズに対応し、かつ持続可能な公共交通サービスの確
保を実現するため「（仮称）刈谷市地域公共交通計画」を策定する。

・計画策定と並行し、幹線路線と地域路線の配置やデマンド交通の導入など、多
様な交通モード役割を整理及び活用し、公共交通見直しを検討する。

・ニーズや生活実態の把握として、アンケート調査（今回報告）やワークショッ
プ等を実施し、地域住民の意見を反映させた計画を策定する。



（別添１）

令和4年1月14日

協議会名：

①事業の結果概要
③生活交通確保維持改善計画又は

地域公共交通網形成計画等の計画策定に向けた方針

【事業内容及び結果概要を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【事業が適切に実施された（されている）かを記載。適切に実施されな
かった（されていない）場合には、実施されなかった事項及び理由等記
載】

【補助申請を行う補助対象事業名、事業内容、実施時期等を記載】

【地域特性の整理と公共交通の現状分析】
・人口動態や公共交通の運行状況等を整理、分析した。

【利用実態及びニーズに係る調査・分析】
・市民1,900人（無作為・16歳上）及びコミュニティバス利用者
600人（100人×6路線）にアンケート調査を実施、分析した。
・回収率
→市民：41.5％（788/1,900）
→コミュニティバス利用者40.5％（244/600）

【地域公共交通計画（素案）の策定】
・本市における公共交通のあり方を踏まえ、素案を作成する。

A
各種調査、分析を通じ、市民・利用者ニーズを把握することができ、公共
交通の利便性向上に必要な情報収集を行うことができた。

【補助対象事業名】
・地域公共交通調査事業(計画策定事業)

【事業内容】
・刈谷市地域公共交通計画検討業務委託

【実施時期】
・令和3年7月21日～令和4年3月25日

【計画策定に向けた方針】
・公共交通に係る様々なニーズに対応し、かつ持続可能な公共交
通サービスの確保を実現するため「（仮称）刈谷市地域公共交通計
画」を策定する。また、幹線路線と地域路線の配置やデマンド交通
の導入など、多様な交通モード役割を整理及び活用し、公共交通見
直しを検討する。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定に係る事業）

②事業実施の適切性



（別添１－２）

令和4年1月14日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

平成31年4月に利便性向上等を目的とした刈谷市公共施設連絡バスの路線改編を実施したが、令和元年11月に実施した利用者アンケート調査において、「運行本数
が少ない」「目的地への乗車時間が長い」「自宅や目的地からバス停までが遠い」といった不満の意見もいただいており、更なる利便性の向上等が求められている。
　更なる利便性向上のためには、公共施設連絡バスの路線改編、新たなデマンド交通の導入、鉄道との連携、他市町への乗り入れなど、多岐にわたる検討を行い、ま
た、現在無料運行している公共施設連絡バスの有料化（受益者負担）も一検討事項とし、抜本的な公共交通の見直しが必要となる。
　抜本的見直しを行った上で、より利便性の高く、持続可能な公共交通を構築することを目的として、上位計画及び関連計画との整合を図りながら、地域公共交通計
画を策定する。

刈谷市都市交通協議会

地域公共交通調査事業(計画策定事業)


